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研究成果の概要（和文）：本研究は、物理的刺激が肥満度の異なる皮膚に与える影響をテーマに、(1)肥満度別
に日常の清潔行動とスキンケアの実態を調査、(2)肥満度の異なる皮膚における清拭前後の皮膚の変化を捉える
ことを試みた。結果、日常の清潔行動（使用するタオルの素材、清拭圧、湯温）と日常のスキンケアの有無に肥
満度別に有意な差は認められなかった。また(2)においても、本研究では清拭の刺激によってもたらされる肥満
に特徴的な皮膚変化を捉えることはできなった。
　一方、今回、膝窩後面の間擦部の皮膚を調査し、肥満者では、脂肪の蓄積が著名な大腿後面よりも、間擦部の
皮膚での真皮の変化が大きい可能性を示唆する結果を得た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the effects of physical stimuli
 have on the skin of different body mass index. We investigated 1) daily bathing behaviors and skin 
care, and 2) any skin changes occurred before and after skin wiping, among volunteers in non-obese 
group with BMI of <25, in the overweight group with BMI of ≧25 and <30 and in obese group with BMI 
of <30. As a result, no significant difference was found in daily bathing behaviors (towel material 
used, wiping pressure and water temperature) and daily skin care between the groups. Also, the 
present study failed to capture any characteristic skin changes in obesity brought about by physical
 stimuli of skin wiping.　However, as for new findings, we found that dermal changes in the skin of 
the intertriginous areas, specifically, the posterior surface of the knee fossa, are believed to be 
greater than in the posterior thighs, where fat accumulation is prominent in obese groups.

研究分野： 基礎看護学、基礎看護技術

キーワード： 肥満　真皮　摩擦　湿潤　関節の動き

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
肥満者では、脂肪の蓄積が著名な大腿後面よりも、間擦部の皮膚での真皮の変化が大きい可能性を示唆する結果
を得た。これまで肥満者の皮膚の研究では、皮下脂肪の蓄積が認められる大腿後面や腹部での調査が主であり、
肥満に伴う皮下脂肪からのサイトカインなどが脂肪直上の真皮に影響すると考えられてきたが、本研究で得られ
た結果は、直下の皮下脂肪の影響のみならず、関節の動きに伴う皮膚の摩擦や湿潤といった日々の物理的刺激に
よる真皮への影響が肥満者では顕著に表れる可能性を示唆し、肥満者の間擦部皮膚のケアにおいては、皮膚表面
のバリア機能へのアプローチのみならず、真皮の脆弱性を含めたアプローチの必要性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 清拭は物理的刺激を与えることで、皮膚の清潔を保つ看護技術であり、これまで、血流増加や
安楽・心地よさといった清拭の副次的効果とその方法に関する探究が広く行われてきた。一方で、
物理的刺激は、スキンテアなど皮膚障害のリスクにもなり得ることから、高齢者の皮膚や皮膚所
見を有する皮膚には、看護師が安全に留意し、愛護的に清拭を実施している。しかしながら、肥
満者の皮膚は、物理的刺激に対して脆弱であることが示唆されるものの、皮膚表層の所見を有す
ることなく内部変化を起こしやすいという特徴があるが故に、安全なケア方法が確立されてい
るとは言えない。そこで本研究では、肥満者の皮膚の特徴に応じたより安全で予防的な清拭技術
につなげるためのエビデンス構築のために、皮膚内部にも着目し、皮膚構造（表皮・真皮・皮下
組織）・機能と、清拭による皮膚の変化との関連を明らかにする。 
 
 
２．研究の目的 
  
(1) 日常の清潔行動とスキンケアの実態を調査、肥満度別に比較分析し、そこからみえる問題 

点を明らかにする  
(2) 肥満度の異なる皮膚における清拭前後の皮膚の変化を明らかにする 
 
３．研究の方法 

(1) 研究対象 

研究参加に同意した成人男女 70 名程度。 

除外基準：①過去 1年の全身麻酔による手術、②肝硬変や腎不全など全身性の疾患の現病・既

往、③乾癬、アトピー性皮膚炎など全身性の慢性皮膚疾患の現病、④清拭部位の確認できる皮

膚所見 

 

(2) 研究方法 

 研究① 日常の清潔行動とスキンケアの実態調査 

 調査項目 

 ⅰ. 基本属性（年齢、性別）、基礎情報（身長、体重、腹囲、体組成） 

 ⅱ. 日常の清潔行動（入浴頻度、入浴温度、入浴時間、日頃使用しているタオルの素材、スキ

ンケアの有無とその方法） 

 ⅲ. 普段の洗浄剤の泡立ち程度（泡立ちの写真による 4段階評価） 

 ⅳ. 普段の清拭圧（圧測定器によるタオル清拭時の圧力） 

 ⅴ. その他（皮膚について気になることや自覚症状） 

 

研究② 清拭（介入）前後の皮膚変化の調査  

清拭介入方法 

綿 100％のタオルで上腕内側および、膝窩後面、大腿後面の範囲を清拭する。皮膚内部より角

層に滲出された TNF-αが清拭されることを避けるため、50℃の温湯で絞ったタオルを入れたビ

ニル袋で 1分間清拭部位を温めた後、同部位を乾いたタオルで往復 5回清拭する。清拭圧は先行

研究を参考に、上腕部 1.5～1.8kgf/cm2、背部 2.7～3.0 kgf/cm2 とし、速度は 1往復 1秒間と

することで、温度、摩擦、圧を統制する。  

 

調査項目ⅰ.～ⅳ.は清拭介入前、介入終了直後、介入終了 5分後の３時点で測定 

ⅰ．炎症性サイトカイン（皮膚 TNF-α） 

ⅱ．皮膚表面温度 

ⅲ．皮膚生理機能 



ⅳ．皮膚色調変化 

ⅴ．真皮厚とコラーゲン量 

ⅵ．主観的感覚 

 
４．研究成果 
 本研究は、物理的刺激が肥満度の異なる皮膚に与える影響をテーマに、(1)肥満度別に日常の清
潔行動とスキンケアの実態を調査、(2)肥満度の異なる皮膚における清拭前後の皮膚の変化を捉
えることを試みた。 
30 名の男女が調査に参加した。結果、日常の清潔行動と日常のスキンケアの有無に肥満度別に

有意な差は認められなかった。また、(2)においても、本研究では清拭の刺激によってもたらさ
れる肥満に特徴的な皮膚変化を捉えることはできなった。 
一方、今回、膝窩後面の間擦部の皮膚を調査し、肥満者では、脂肪の蓄積が著名な大腿後面よ

りも、間擦部の皮膚での真皮の変化が大きい可能性を示唆する結果を得た。これまで肥満者の皮
膚の研究では、皮下脂肪の蓄積が認められる大腿後面や腹部での調査が主であり、肥満に伴う皮
下脂肪からのサイトカインなどが脂肪直上の真皮に影響すると考えられてきたが、本研究で得
られた結果は、直下の皮下脂肪の影響のみならず、関節の動きに伴う皮膚の摩擦や湿潤といった
日々の物理的刺激による真皮への影響が肥満者では顕著に表れる可能性を示唆した。 
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